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「あの、カズトくん・・・」  

「んっ？・・あ、リミナさん、何ですか？」  

「あのね・・・娘のリンがね・・・・もうどうしようもないくらい、

あなたのおちんちんが見たいって言って聞かないのよ」  

 

唖然としたカズト。  

予想の欠片にもなかった言葉だった。  

 

すぐさま理由を尋ねると・・・・。  

 

「あの子あなたのね・・・・あぁ、こんなことイイ年したあたしが言

うのすっごく恥ずかしいんだけど・・・水着あるでしょ？」  

無言で頷くカズト。  

「いつもね、 すっごい モッコリ ってい うの？盛り上 がってる じゃな

い？？」  

カズトは目をパチクリさせる。  

 

言われてみれば・・・・。  

もう当たり前すぎて意識することすらなかった。  

 

○校の時はその形やサイズにも悩んだりした。  

だけどひたす らセック スのため の道具 として定着し てしまっ ている

現在のヤリチン大学生活では、自らのペニスを客観視する機会すらなく、

無意識に忘れていたのだ。  

 

しかし・・・・。  

 

カズトはとてつもない“巨根”の持ち主。  

大家さんの奥さんと、そして大学の女友達と、更には街で声をかけ知

り合ったセックスフレンドと、そしてもちろん愛する恋人と。  




